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(54)【発明の名称】 内視鏡装置

(57)【要約】
【課題】  光源装置とカメラコントロールユニットのセ
ッティング時間の短縮と組み合わせによる最適な性能を
実現できる内視鏡装置を提供する。
【解決手段】  内視鏡検査に使用される光源装置５とＣ
ＣＵ６とにはそれぞれの製品情報等を記憶したＲＦＩＤ
タグ３４ａ、３４ｂと送受信を行うアンテナ３５ａ、３
５ｂとが設けてあり、それぞれの製品等の情報を読み取
ることにより、調光動作に必要な回路の定数に自動設定
し、調光動作を適切に行えるように短時間で設定すると
共に、ＣＣＵ６側からＣＣＤ１６で撮像された撮像信号
から測光情報をアンテナ３５ａを経て光源装置５側に伝
送し、調光用ケーブルでの接続を必要とすることなく、
調光動作を行えるようにしている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  被写体を照明する照明光を発生する光源
ランプを有する光源装置と、前記光源ランプの前記照明
光で照明された前記被写体を撮像する撮像手段と接続さ
れる撮像処理装置とを備えた内視鏡装置において、
前記撮像処理装置に設けられ、所定の電波を送受波可能
な第１のアンテナと、
前記撮像手段からの撮像信号に基づき、前記第１のアン
テナに測光情報を出力する測光手段と、
前記光源装置に設けられ、前記所定の電波を送受波可能
な第２のアンテナと、
前記第２のアンテナで受信される前記第１のアンテナか
らの前記測光情報に基づき、前記照明光を制御する調光
手段と、
前記光源装置または前記撮像処理装置の少なくとも一方
の装置に設けられ、前記光源装置または前記撮像処理装
置の特性情報を記憶する記憶手段と、
前記光源装置または前記撮像処理装置の他方の装置に設
けられ、前記記憶手段に記憶された前記特性情報を前記
第１又は第２のアンテナを介して読み取る読み取り手段
と、
を具備したことを特徴とする内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は体腔内等を内視鏡で
検査する内視鏡装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、医療用分野及び工業用分野におい
て、内視鏡が広く用いられるようになった。例えば特開
平８－１２３５１８号、特開平１１－２０６７０３号に
開示されているように、従来は、内視鏡用光源装置と、
撮像手段に対する信号処理を行う撮像処理装置としての
カメラコントロールユニット（或いはＴＶカメラ装置）
とはカメラコントロールケーブルや市販のＩ／Ｆにより
有線にて接続されていた。各々製品情報の通信は行われ
ていなかった。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】従って、接続作業が繁
雑になり、セッティングに時間を要した。また、製品情
報が通信されていなかったため、例えば、調光特性であ
るループゲインが組み合わせた製品によっては最適なも
のにはならなかった。
【０００４】（発明の目的）本発明は上述した点に鑑み
てなされたもので、光源装置とカメラコントロールユニ
ット（或いは撮像処理装置）のセッティング時間の短縮
と組み合わせによる最適な性能を実現できる内視鏡装置
を提供することを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】被写体を照明する照明光
を発生する光源ランプを有する光源装置と、前記光源ラ
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ンプの前記照明光で照明された前記被写体を撮像する撮
像手段と接続される撮像処理装置とを備えた内視鏡装置
において、前記撮像処理装置に設けられ、所定の電波を
送受波可能な第１のアンテナと、前記撮像手段からの撮
像信号に基づき、前記第１のアンテナに測光情報を出力
する測光手段と、前記光源装置に設けられ、前記所定の
電波を送受波可能な第２のアンテナと、前記第２のアン
テナで受信される前記第１のアンテナからの前記測光情
報に基づき、前記照明光を制御する調光手段と、前記光
源装置または前記撮像処理装置の少なくとも一方の装置
に設けられ、前記光源装置または前記撮像処理装置の特
性情報を記憶する記憶手段と、前記光源装置または前記
撮像処理装置の他方の装置に設けられ、前記記憶手段に
記憶された前記特性情報を前記第１又は第２のアンテナ
を介して読み取る読み取り手段と、を具備したことによ
り、実際に組み合わせて使用される光源装置と撮像処理
装置との特性情報を読み取り、その読み取りによって調
光動作の制御系を最適な状態に設定できると共に、その
セッティングを短時間に行えるようにしている。
【０００６】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施の形態を説明する。
（第１の実施の形態）図１ないし図４は本発明の第１の
実施の形態に係り、図１は第１の実施の形態の内視鏡装
置を示し、図２はカメラコントロールユニットと内視鏡
用光源装置の内部構成を示し、図３はＲＦＩＤタグの概
略の構成を示し、図４は動作説明図を示す。
【０００７】図１に示すように本発明の第１の実施の形
態の内視鏡装置１は、光学式内視鏡２に撮像素子を内蔵
したＴＶカメラヘッド３を装着したカメラヘッド装着内
視鏡４と、この光学式内視鏡２に照明光を供給する内視
鏡用光源装置（以下、単に光源装置と略記）５と、ＴＶ
カメラヘッド３の撮像素子に対する信号処理を行う撮像
処理装置としてのＴＶカメラ装置或いはカメラコントロ
ールユニット（以下、ＣＣＵと略記）６と、ＣＣＵ６か
ら出力される映像信号を表示するモニタ７とから構成さ
れる。
【０００８】光学式内視鏡２は体腔内等に挿入される細
長の挿入部８と、この挿入部８の後端に設けられた接眼
部９とを有し、接眼部９付近から延出されたライトガイ
ドケーブル１０の端部のライトガイドコネクタ１１は光
源装置３のライトガイドコネクタ受け１２に着脱自在に
接続できる。
【０００９】図２に示すように光源装置３には照明光を
発生する光源ランプとしてのメインランプ１３が内蔵さ
れ、このメインランプ１３による照明光は絞り１４、集
光レンズ１５を経てライトガイドコネクタ１１の入射端
面に供給される。その照明光は内視鏡２のライトガイド
２０により、挿入部８の先端部に設けた照明窓から出射
され、患部等の被写体を照明する。
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【００１０】照明窓に隣接する観察窓には図示しない対
物レンズが取り付けられ、その結像された光学像はリレ
ーレンズ系により後方側に伝送され、接眼部９に装着さ
れたＴＶカメラヘッド３に内蔵された撮像素子としての
例えばＣＣＤ１６に結像される。
【００１１】このＣＣＤ１６は図１に示すカメラケーブ
ル１７の端部に設けた電気コネクタ１８によりＣＣＵ６
のコネクタ受け１９に着脱自在に接続することができ
る。
【００１２】図２に示すようにＣＣＵ６はＣＣＤ１６に
より撮像された撮像信号に対して映像信号を生成する映
像信号処理回路２１を内蔵し、その映像出力端から映像
ケーブル２２を経てモニタ７に出力し、モニタ７の表示
面にＣＣＤ１６で撮像した内視鏡画像を表示する。ま
た、ＣＣＤ１６の撮像信号は、撮像信号の明るさを測光
（或いは検出）する測光回路２３にも入力される。
【００１３】図１に示すように、このＣＣＵ６の正面に
はフロント操作パネル２４が設けてあり、モニタ７に表
示される画像の明るさや色を操作者の好みによって任意
に設定できる。
【００１４】フロント操作パネル２４により設定された
値は、図２に示すように内部のフロントパネル制御回路
２５からＣＰＵ２６に信号が伝達される。ＣＰＵ２６
は、操作者により入力された信号に応じて、映像信号処
理回路２１に対して色補正を行う色補正回路２７を操作
者の任意の値に応じるように制御する。
【００１５】また、光源装置５は、ＣＣＵ６と同様にそ
の正面にはフロント操作パネル２８が設けてあり、操作
者はこのフロント操作パネル２８を任意に設定すること
により、光源装置５内部のフロントパネル制御回路２９
からＣＰＵ３１に信号が伝達され、明るさを調整する調
光回路３２を操作者が操作して任意の値に設定するよう
に制御する。調光回路３２は絞り１４の開閉量を調整し
て照明光量を増減する。また、この照明光量を増減する
ことにより、ＣＣＤ１６で撮像した場合の内視鏡画像の
明るさを増減できるようにしている。
【００１６】この場合、光源装置５のメインランプ１３
の発光特性や、絞り１４の開閉特性、ＣＣＵ６の増幅特
性等により、適切に調光するループゲイン等が異なるた
め以下のように実際に組み合わせて使用される光源装置
５、ＣＣＵ６の特性を検出して、自動的に最適な調光特
性に設定できるようにしている。
【００１７】本実施の形態では、例えば図１に示すよう
に光源装置５の筐体側面とＣＣＵ６の筐体側面とにそれ
ぞれＲＦＩＤタグ３４ａ、３４ｂと、アンテナ３５ａ、
３５ｂとがそれぞれ設けてある。図２に示すようにアン
テナ３５ａはコントローラ３６ａを介してＣＰＵ３１と
接続され、またアンテナ３５ｂはコントローラ３６ｂを
介してＣＰＵ２６と接続されている。
【００１８】この場合、アンテナ３４ａは他方のアンテ

4
ナ３４ｂとＲＦ信号で相互に信号の送受信を行うことが
でき、コントローラ３６ａ、３６ｂはその制御を行う。
また、アンテナ３４ａは他方の装置（この場合には、Ｃ
ＣＵ６）側のＲＦＩＤタグ３５ｂに書き込まれている情
報を読み取り、コントローラ３６ａを介してＣＰＵ３１
に送る。また、他方のアンテナ３４ｂは光源装置５側の
ＲＦＩＤタグ３４ａに書き込まれている情報を読み取
り、コントローラ３６ｂを介してＣＰＵ２６に送る。
【００１９】図３は例えばＲＦＩＤタグ３５ａの概略の
構成を示す。図３に示すようにＲＦＩＤタグ３５ａは電
波を送受信するアンテナ３７と、このアンテナ３７で送
受信する電波の変復調する変復調回路３８と、この変復
調される情報を読み書きする不揮発性の記憶手段として
のメモリ３９とを有する。他方のＲＦＩＤタグ３５ｂも
メモリ３９に書き込まれた情報が異なるのみで同じ構成
である。
【００２０】一般的に、ＲＦＩＤタグは、記憶情報に対
応する所定パターンが形成される媒体タグ（ラベル形、
円筒形、カード形、箱形、コイン形、スティック形等が
ある）において、所定パターンの非形成部位に非接触状
態で電波情報の授受を行う非接触形データキャリアを備
えており、非接触形データキャリアは、電波を送受信す
るアンテナと、アンテナで外部からの電波情報を受信し
て電磁誘導（この電磁誘導方式以外に、電磁結合方式、
静電結合方式、マイクロ波方式、光方式がある。）によ
り、必要な電力及び情報を得るとともに、処理結果の発
振を行う情報通信手段と、情報通信手段で受け取られた
電波情報や、特定情報が読み出し可能に記憶される不揮
発性の情報記憶手段と、情報通信手段で受け取られた情
報及び情報記憶手段に記憶された特定情報に基づいて外
部に対する処理を行う制御手段を有する。
【００２１】本実施の形態においては、光源装置５及び
ＣＣＵ６のＲＦＩＤタグ３５ａ、３５ｂの各メモリ３９
には、製品やバージョン等の情報が工場出荷時に登録
（書き込みが）されている。
【００２２】光源装置５或いはＣＣＵ６のアンテナ３４
ａ、３４ｂは、ＲＦＩＤタグ３５ｂ、３５ａ内のメモリ
３９の情報を読み、光源装置５或いはＣＣＵ内部のコン
トローラ３６ａ、３６ｂを介しＣＰＵ３１、２６にその
情報を与え、それぞれの製品やバージョンに合わせ、調
光回路３２、測光回路２３の定数を自動的に変更し、調
光を行う回路系のループゲインを最適なものに設定す
る。
【００２３】このため、ＣＰＵ３１、２６内部或いは外
部には、製品やバージョンに対応した特性情報を読み出
すことができる図示しないフラッシュメモリその他の不
揮発性の記憶媒体、或いは記憶装置が設けてある。そし
て、上記のようにそれぞれの製品やバージョンの情報か
ら対応する特性情報を記憶媒体等から読み出し、調光回
路３２、測光回路２３の定数を自動的に変更し、調光を
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行う回路系のループゲインを最適なものに設定すること
ができるようにしている。
【００２４】また、光源装置５のＲＦＩＤタグ３５ａの
メモリ３９には、メインランプ１３の種類の情報も入っ
ている。ＣＣＵ６は、光源装置５のメインランプ１３の
種類等に合わせＣＰＵ２６を介し色補正回路２７の色情
報の設定を自動的に行う。
【００２５】光源装置５のメインランプ１３が非点灯な
どにより非常灯に切り換わった時にもＣＣＵ６の色補正
回路２７は、色情報の設定を自動的に切り替え、その非
常灯に適合した色情報に設定するようにしている。この
ため、光源装置５のＲＦＩＤタグ３５ａのメモリ３９に
は、非常灯のランプの種類の情報も入っている。
【００２６】内視鏡４による内視鏡手技、診断時は、被
写体との相対位置に対応して、明るさが常に変化してい
るので、光源装置５による照明光の明るさを調整する
（と共に、ＣＣＵ６側での画像の明るさを調整すること
にもなる）調光回路３２の照明光の調整値をリアルタイ
ムに変化させることが望ましく、本実施の形態では、光
源装置５とＣＣＵ６とは、アンテナ３４ａ、３４ｂによ
り常に通信をし、明るさの情報のやり取りを行い、観察
し易い明るさの画像を表示する状態を維持するように制
御する。
【００２７】このように、アンテナ３４ａ、３４ｂは、
ＣＣＵ６、光源装置５のそれぞれのＲＦＩＤタグ３５
ｂ、３５ａと送受信するだけでなく、ＣＣＵ６と光源装
置５のそれぞれのアンテナ３４ｂ、３４ａ同士で送受信
することにより、ＣＣＵ６と光源装置５とで通信を行
い、ほぼリアルタイムで明るさ情報のやり取りを行い、
観察し易い明るさの画像を表示する状態を維持する。
【００２８】本実施の形態ではアンテナ３４ａ、３４ｂ
とＲＦＩＤタグ３５ａ、３５ｂとは、主に電磁誘導方式
を採用し、送受する電波の周波数は２５０ＫＨｚ以下あ
るいは１３．５６ＭＨｚ帯の中長波帯の電磁波を利用す
る。ＲＦＩＤタグ３５ａ、３５ｂやアンテナ３４ａ、３
４ｂとしてコイルを用い、２つのコイルの誘導磁束によ
る誘起電圧を利用することで交信する。
【００２９】図４は本実施の形態による動作の処理手順
を示したフローチャートを示す。光源装置５及びＣＣＵ
６の電源がＯＮ（投入）されると、光源装置５側ではス
テップＳ１ａ、Ｓ２ａの処理を行った後、ステップＳ３
に進み、一方ＣＣＵ６ではステップＳ１ｂ、Ｓ２ｂの処
理を行った後、ステップＳ３に進む。
【００３０】具体的には、ステップＳ１ａに示すように
光源装置５側のアンテナ３４ａによりＣＣＵ６側のＲＦ
ＩＤタグ３５ｂのメモリ３９の情報を読み取る。そし
て、ステップＳ２ａに示すように、メモリ３９から読み
取った情報により、ＣＣＵ６に応じて各々の回路設定値
を最適なものに設定して、ステップＳ３に進む。
【００３１】一方、ＣＣＵ６はステップＳ１ｂに示すよ
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うにＣＣＵ６側のアンテナ３４ｂにより光源装置５側の
ＲＦＩＤタグ３５ａのメモリ３９の情報を読み取るそし
て、ステップＳ２ｂに示すように、メモリ３９から読み
取った情報により、光源装置５に応じて各々の回路設定
値を最適なものに設定して、ステップＳ３に進む。ステ
ップＳ３では光源装置５及びＣＣＵ６はアンテナ３４
ａ、３４ｂによる通信を開始する。
【００３２】その後、ステップＳ４の内視鏡検査を開始
することができる状態となる。つまり、本実施の形態に
よれば、術者や看護婦などの内視鏡検査を行うスタッフ
は、実際に使用する光源装置５とＣＣＵ６を調光動作を
行えるように調光用ケーブル等で接続しなくても良い
し、また、両装置の組み合わせにより、両装置の組み合
わせてに最適な調光動作を行えるように各装置でそれぞ
れ調光動作に必要な設定作業を行わなくても、両装置間
での特性情報の送受により調光動作に最適な設定が自動
的に行われて、短時間（の自動によるセッティング時
間）で内視鏡検査を行える状態にできる。
【００３３】そして、内視鏡４により内視鏡検査を行っ
た後、内視鏡検査を終了しようとする場合にはステップ
Ｓ５の内視鏡検査終了かの判断に対し、終了キーなどを
操作することによりステップＳ６に示すことにより電源
がＯＦＦとなり、内視鏡検査が終了する。
【００３４】一方、ステップＳ５の判断に対して何も入
力しないと、ステップＳ４に戻り、アンテナ３４ａ、３
４ｂによる通信を行う状態を維持して、内視鏡検査を続
行することになる。
【００３５】この場合、内視鏡２を動かしたりして、内
視鏡検査を行おうとする部位を変えた場合等には、照明
光による照明状態が変化し、モニタ７に表示されるＣＣ
Ｄ１６で撮像された画像の明るさ等が変化するが、その
場合におけるＣＣＤ１６で撮像した画像の明るさは測光
回路２３により、測光され、ＣＰＵ２６等を介してアン
テナ３４ｂから電波で放射され、光源装置側のアンテナ
３４ｂで受信され、調光回路３２を介して絞り１４の開
閉制御により、適切な明るさの画像が得られるように照
明光量をほぼリアルタイムで可変制御する。
【００３６】従って、術者は内視鏡２を動かす等して観
察部位を変化させた場合にも、モニタ７には常時適切な
明るさの画像が表示され、診断し易い状態を維持でき
る。このような動作を行う本実施の形態によれば、光源
装置５の製品による調光特性の違いや光源装置５の光源
ランプによる色特性の違いを自動的に補正ができ、最適
な調光特性や色特性を提供できる。
【００３７】また、アンテナ３４ａ、３４ｂで送受信を
し、通信することにより、有線での接続がいらなくな
り、繁雑な接続作業を行わなくても調光動作を適切に行
うことができる利点がある。
【００３８】なお、光源装置５或いはＣＣＵ６のＲＦＩ
Ｄタグ３５ｂ、３５ａ内のメモリ３９に書き込む情報と
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7
して、製品情報やバージョン情報の代わりに調光動作等
に必要な特性情報としても良い。この場合には、製品情
報やバージョン情報から対応する特性情報を読み出すた
めの記憶手段は必ずしも必要なくなる。
【００３９】（第２の実施の形態）次に本発明の第２の
実施の形態を図５を参照して説明する。図５は第２の実
施の形態における光源装置５及びＣＣＵ６等の構成を示
す。本実施の形態は例えば第１の実施の形態における図
２に示す内視鏡２及びＴＶカメラ３において、さらにＲ
ＦＩＤタグ４１、４２をそれぞれ設けた構成にしてい
る。
【００４０】上記内視鏡２のＲＦＩＤタグ４１にはその
内視鏡２内部のライトガイド２０の照明光に対する伝送
特性や、その特性が分かるような状態の製品情報等が記
憶されており、またＴＶカメラのＲＦＩＤ４２には、内
蔵されているＣＣＤ１６の撮像特性等や、その特性が分
かる状態の製品情報が記憶されている。その他の構成は
第１の実施の形態と同様である。
【００４１】本実施の形態では、光源装置５はアンテナ
３４ａにより内視鏡２のＲＦＩＤタグ４１の情報を読み
取ることができるようにすると共に、ＣＣＵ６はアンテ
ナ３４ｂによりＴＶカメラ３のＲＦＩＤタグ４２の情報
を読み取ることができるようにしている。そして、読み
取った情報を調光する回路系の設定に使用することによ
り、より適切な調光動作を行うことができるようにして
いる。
【００４２】つまり、第１の実施の形態では、ライトガ
イド２０及びＣＣＤ１６はほぼ標準的な特性のものが採
用されるているとして、調光の回路系や色補正等を行う
ように設定されるが、本実施の形態では実際に使用され
るライトガイド２０及びＣＣＤ１６の特性の情報を利用
して設定を行うことができるので、より適切な状態に設
定することができる。
【００４３】本実施の形態は第１の実施の形態の効果の
他に、異なる特性の内視鏡２やＴＶカメラ３が使用され
る場合にもそれぞれで使用されているライトガイド２０
やＣＣＤ１６の特性に対応した適切な調光や色補正等を
行うことができる。
【００４４】本発明におけるその他の実施の形態とし
て、例えば第１の実施の形態では図１に示すように光源
装置５の筐体側面にそれぞれＲＦＩＤタグ３４ａと、ア
ンテナ３５ａとを設けていたが、光源装置５の筐体内部
にＲＦＩＤタグ３４ａ、アンテナ３５ａを内蔵した構成
とする。
【００４５】この筐体は、非導通性の部材、例えばプラ
スチック等で形成する。ＲＦＩＤ３４ａは、非接触で送
受信を行うために電磁波を遮るような導通性の部材で形
成すると、送受信を行えなくなる。
【００４６】この構成とすることにより、外部からの液
体等の進入からＲＦＩＤタグ３４ａ、アンテナ３５ａの
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保護ができる。なお、ＣＣＵ６に対しても同様の構成に
しても良い。また、上述した各実施の形態等において、
以下のようにしてさらに他の実施の形態を構成しても良
い。
【００４７】ＣＣＵ６のＣＰＵ２６等を動作させるクロ
ック周波数によるノイズや光源装置５の電源のスイッチ
ング周波数や点灯時のイグニッション動作によるノイズ
の影響を受けないようにするため、ＲＦＩＤタグ３４
ａ、３４ｂ、アンテナ３５ａ、３５ｂの送受信する周波
数をより高い周波数で行うマイクロ波方式を用いる。
【００４８】交信する周波数等は、例えば２．４５ＧＨ
ｚ帯のマイクロ波で行う。その他は、上述した各実施の
形態と同様の構成とする。このような構成とすることに
より、光源装置５のノイズやＣＣＵ６等のＣＰＵ２６の
動作に伴うクロックに影響なく通信ができる。
【００４９】なお、例えば第２の実施の形態では、内視
鏡２及びＴＶカメラ３にＲＦＩＤタグ４１、４２を設け
て、ライトガイド２０及びＣＣＤ１６の特性情報を検知
して、その情報を調光動作等に利用するようにしている
が、その他の実施の形態として、ライトガイドコネクタ
１１と電気コネクタ１８とに識別情報或いは特性情報を
発生するＲＯＭや抵抗等を設け、一方、ライトガイドコ
ネクタ１１と電気コネクタ１８が着脱自在で接続される
光源装置５とＣＣＵ６側に接続された場合の識別或いは
特性情報を読み取る手段を設けることにより、調光等の
動作を同様に適切に行えるようにしても良い。
【００５０】なお、上述の各実施の形態において、内視
鏡検査に光源装置５或いはＣＣＵ６の一方が共通して使
用されるような場合には、その共通して使用される一方
の装置（例えばＣＣＵ）側に、共通して使用されない他
方の装置側（例えば光源装置５側）の製品やバージョン
に対応して、調光動作等に必要な特性を記憶した特性情
報を特性情報記憶手段に記憶しておき、実際に組み合わ
せて使用される場合に、その他方の装置の製品やバージ
ョンの情報をアンテナを介して読み取り、さらにその情
報から特性情報記憶手段に記憶されている対応する特性
情報を読み取り、調光動作等を適切に行えるようにして
も良い。
【００５１】［付記］
１．非接触ＩＤデバイスを光源装置及びカメラコントロ
ールユニット（ＴＶカメラ装置）にそれぞれ設け、光源
装置及びカメラコントロールユニットに設けた非接触Ｉ
Ｄデバイスの情報の読み取り／書き込みを可能としたこ
とを特徴とする内視鏡システム。
【００５２】２．付記１において、光源装置及びカメラ
コントロールユニットに情報を送受信するアンテナを具
備したことからなる内視鏡システム。
３．付記２において、光源装置及びカメラコントロール
ユニットに具備された前記アンテナは、光源装置とカメ
ラコントロールユニットの装置の状態を通信するもので
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あることを特徴とする内視鏡システム。
４．付記３において、筐体を非伝導性部材とし、アンテ
ナと、送受信された情報を受信記録する情報読み取り／
書き込みができる素子を筐体内部に備えたことを特徴と
する内視鏡システム。
５．付記３において、送受信する方式をマイクロ波方式
とすることを特徴とする内視鏡システム。
【００５３】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、被
写体を照明する照明光を発生する光源ランプを有する光
源装置と、前記光源ランプの前記照明光で照明された前
記被写体を撮像する撮像手段と接続される撮像処理装置
とを備えた内視鏡装置において、前記撮像処理装置に設
けられ、所定の電波を送受波可能な第１のアンテナと、
前記撮像手段からの撮像信号に基づき、前記第１のアン
テナに測光情報を出力する測光手段と、前記光源装置に
設けられ、前記所定の電波を送受波可能な第２のアンテ
ナと、前記第２のアンテナで受信される前記第１のアン
テナからの前記測光情報に基づき、前記照明光を制御す
る調光手段と、前記光源装置または前記撮像処理装置の
少なくとも一方の装置に設けられ、前記光源装置または
前記撮像処理装置の特性情報を記憶する記憶手段と、前
記光源装置または前記撮像処理装置の他方の装置に設け
られ、前記記憶手段に記憶された前記特性情報を前記第
１又は第２のアンテナを介して読み取る読み取り手段
と、を具備しているので、実際に組み合わせて使用され
る光源装置と撮像処理装置との特性情報を読み取り、そ
の読み取りによって調光動作の制御系を最適な状態に設
定できると共に、そのセッティングを短時間に行える。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態の内視鏡装置の全体
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を示す斜視図。
【図２】カメラコントロールユニットと内視鏡用光源装
置の内部構成を示すブロック図。
【図３】ＲＦ－ＩＤタグの概略の構成を示すブロック
図。
【図４】動作説明用のフローチャート図。
【図５】本発明の第２の実施の形態におけるカメラコン
トロールユニットと内視鏡用光源装置等の内部構成を示
すブロック図。
【符号の説明】
１…内視鏡装置
２…光学式内視鏡
３…ＴＶカメラ
４…カメラヘッド装着内視鏡
５…光源装置
６…カメラコントロールユニット（ＣＣＵ）
７…モニタ
８…挿入部
１３…メインランプ
１４…絞り
１６…ＣＣＤ
２０…ライトガイド
２１…映像信号処理回路
２３…測光回路
２４、２８…フロント操作パネル
２６、３１…ＣＰＵ
２７…色補正回路
３２…調光回路
３４ａ、３４ｂ…アンテナ
３５ａ、３５ｂ…ＲＦ－ＩＤタグ
３６ａ、３６ｂ…コントローラ

【図２】
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